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商学部 ・ 経済学部女子 に学ぶ

パ ー
ソナル ・フ ァ イナ ン ス 教育の あ り方

西尾亜希子 （武庫川女子大学）

1．研究の 目的と背景

　本研究の 目的は、関西の 3 大学に在籍する大学生の パー

ソナル ・フ ァ イ ナ ン ス や キャ リアデザイ ン に関 して実施 し

た面接調査の 結果をもとに、特に女瞠に とっ て必要と思わ

れ る パー
ソナル

・
フ ァ イナ ン ス 教育 の あ り方 につ い て 検討

す るこ と に ある。

　戦後、わが 国で は大学進学率が上昇 し、2013 年現在、女

子 45．6％、男 子 54．0％とな っ て い る （文部科学省 2014）。

特 に女子の 場 合、率 と して は 男子 に及 ばない もの 上昇の仕

方は著 し く、「大学の 女性化」 （ホ
ーン 川嶋 2004）が進 ん

蔦 また、2014年現在、2人 に 1人 が 日本学生支援機構に

よ る 「奨学金」とい う名の 貸与型奨学金、い い かえれ ば 「学

生 ロ
ーン 」 あるい は 「借入 金」 を受給 して お り （日本学 生

支援機構 2014）、女子 学生 も相当数に の ぼる こ とが予測 さ

れ る。

　
一
方で、世 界経済フ ォ

ー
ラム が毎年公表 してい る ジ ェ ン

ダーギャ ッ プ指数 （Gender　Gap　Index ＝ GGI、経済、教

育、政治 等の 分野 における男女 間格差 を示す指数の こ と）

で 日本は 2013年に 136力国中 105位で あ っ た こ とか らも

明 らかな よ うに、そ もそ も女性 は女 性で あるがゆえに就職

が難 し く、結婚や子 育て の た めに 勤続年数 が短 くな り、結

果 と して生涯 所得 も低 く とどまっ て い る。い い か えれ ば、

女子の 大学進学者 の 増加に伴い 、奨学金 を借 りる女子 学生

は増加 してい るに もかかわ らず、労働市場 にお ける男女間

格差があるた め、奨学金の 返 還の 見通 しは 女駐で あ る がゆ

えに立て に くい の で あ る。そ うで ある以上、従来、お金 の

こ とは男性 に 任せ が ちで あっ た 女駐こそ 、フ ァ イ ナ ン シ ャ

ル ・リテ ラシ
ーが必要にな っ て きて い る。こ こでい うフ ァ

イナ ン シ ャ ル ・リテ ラシ
ー

には、貯蓄、保険、株式、債券

等だけで な く、「奨学金 亅をは じめ とす る ロ
ーン も含まれ る。

2．先行研究と本研究の 視点

　わが国の 中学や高等学校では、授業時間不足や教員側の

専門知識の 不足 か ら、十分な金融
・
経済教育が行われ て い

ない こ とが指摘 され て い る （金融経済教 育を推進す る研 究

会 2014＞。 また、ジ ェ ン ダーの 観点か らは、アメ リカで実

施された大学生の フ ァ イナ ン シ ャル
・リテ ラシ

ーに関する

調 査の 多 くが、女子学生は男子学生に比 べ て フ ァ イ ナ ン ス

に 関する知識が乏 し く、関心 も薄い こ とを明 らかに してお

り　（例えば Robb　and 　Sharpe　2009；Lusardi
，
　Mitehe1ユand

Curto　2010）、その 傾向は ビジネス 系分野 を専攻す る学生

の 間で も見 られ るとい う （Chen　and 　V（）lpe　2002）。さらに

イギ リス におい て も、女性の 場含、男性の 場合に比べ て、

新聞の 金融
・
経済面 を読んだ り、イン ターネ ッ トバ ン キン

グを利 用 した りす る人 の 割合が小 さく、女性が金 融や経済

に 弱 い こ と が 指 摘 さ れ て い る （  証 Service

Authoh取 2001）。

　 しか し、これらの調査は すべ て質問紙によ り実施 され て

お り、なぜ 女子学生 は男子 に比べ て フ ァ イ ナ ン ス に関する

知識 が乏 しくとどまるの か や、そ もそ もなぜ女子は 女子 で

あ りなが らビジネス 系分野を専攻したの かな どの 詳細につ

い て は十分明 らか に され てい ない 。わが 国に視点を移せ ば、

女子 の 間 で は 人文科学、薬学
・
看護学、教育学が人気 で あ

る状況で 、商学部 ・経 済学部 （以下、「商・納 とす る）（社

会科学）を専攻 した女子学生は、なぜそれ らの 分野を専攻

した の か や、それ らの 分野で の学び をどの よ うに捉 え、活

か そ うとしてい るの かなども明らか に なっ てい ない。

　本研究で は、商 ・経の 男女 と商
・経以 外の 女子の 株式や

債券等 へ の 関心 、進学動機、専攻分野で の 学び に よる変化

の 比較分析を行うこ とを通 じて、特に女子 に必要 と思 われ

るパーソ ナル ・フ ァ イナ ン ス 教育の あり方に つ い て 示 唆を

得る。

3．調査の 概要と結果

3．1．調査の概要

　男女 の 奨学金 を含むパ ー
ソナル ・フ ァ イ ナ ンス とキ ャ リ

ア の 捉 え方の 違 い お よび 専攻分野で の 学 びに よるそれ らの

変化 を調 べ るた め、関西の 共学大学 2 校、女子大学 1校の

1年生か ら4 年生 （男子 18名すべ て商・経、女子 18名 商 ・

経、20 名商 ・経以外の 計 56名）に 対 し、2013年 11月か

ら 2014年 2 月 にか けて 半構 造化面接 を実施 した。一
回の

面接に要 した時間は 30 分か ら 1 時間半程度で ある。合わ

せ て、彼らの基本的属性、奨学金受給
・
授業料免除の状況、

金融
・経済教育受講歴等に関する質問紙調査も実施 した。

調査対象者は、調 査者の知 人の 教員 ・学生 を通 じて調査協

力者募集の ビ ラを手渡 しや メール で 配布 し、17 名 を集めた

後、彼 らが所属す るゼ ミ、部活、サ
ー

クル、寮等の知人を

紹介 して もら うス ノ
ーボール ・サン プ リン グを用い た。

3．2．結果
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1表 1 回答者の 基本的属性 （単位 名）

男 女

商・経のみ 商・経 商・経以外＊

合 計

1年 1 0 3 4

2年 11 6 11 28

3年 1 2 3 6

4年 5 10 3 18

合計 t8 18 20 56

；
＊ 「商

・
経以 外」に は、文、教 育、社会．国際、外国語、薬、生活環境、健康

iスポーツ科 学 が含まれ る 。

　商 ・
経の 男子 や商 ・経以外の 女子 に 比べ て 、商 ・経の 女

子 が 上級学年に偏 っ てい る こ とに留意する必 要が ある 。

3．2．2．面接調査

　（1）株式や債券等 へ の 関心 の 程度   進学動機 （3）専

攻分野で の 学びに よる変化等につ い て 半構造化面接を実施

した。  にっ い て は、先に述べ た ア メ リカにお ける先行

研究と比較するた め、商 ・経の 男子 と女子、お よび商 ・経

以 外の 女子 の 3 グル
ープす べ て の 比較を行っ た。（2）お よ

び （3）に つ い て は、商 ・経の 学生が当該分野を専攻する動

機づ けとなっ た もの は何か、またそれ らの 分野 で学ぶこ と

に よ りどの よ うな変化が見られ るの か、さ らに、そ れ らに

ジェ ン ダ
ー

は 関係 あるの か な ど依然 として不 明な点を 明 ら

かにするこ とに よ っ て、パー
ソナル ・フ ァイナ ンス 教育の

あり方を考える上 での 示 唆を得たい と考えた。 そ の た め、

商 ・経の男女の みの比較を行っ た。

（1）株式や債券等 へ の 関心 の 程度

　専攻分野に関わ らず、家族 （親や祖父母等）が株式や債

券を保有 し、それらを売買して い る学生は、総 じて 親近 感

を持っ てお り、将来保有す るこ とへ の 関心 を示 した。特に

その よ うな家族を持つ 学生は 商・経女子に 多か っ た。ま た、

商・
経男子 2名は、実際に 自分名義の 株式を保有 した、

　
一
方、家族が株式を保 有しない 場 合、無関心を示 す傾向

が見 られ、特に 商 ・経以外の 女子 の 場合、嫌悪感や怖れ を

示 す傾 向が強 か っ た。

（2）進学動機

　商
・
経女子 の 場合、家族 （母 親や姉）や親戚 （おじや父

の い と こ の 女性 ）が 「バ リバ リ」働 い て い て 「カ ッ コ よ く」

見え、「株 式 を保有」した り、「好きな もの を 自分で 買 っ て 」、
「自由な生活 」を 「楽しんでい る」 よ うに感 じた り、商 ・

経に 関わる知識を授けた高校時代の 恩師等に憧れ て い る者

が多く、それ らの 人 々 が彼 女らの 「ロ
ー

ル モ デル 」 に なっ

て い る こ とが うか が われ た。また、日常の 経 済生活 にお け

る不便 さや疑問が彼女 らを商
・
経進 学への 強い動機づ けと

なっ て いた。一方、ジ ェ ン ダ
ー

にかか わ らず、「国立大学 が

第
一
志望だ っ たが、受験で 失敗 した 」 や 「数学が得意だっ

た」等の 理 由か ら 「ネ
ー

ム バ リュ
ーがあ る大学で、か つ 数

学の 知 識 を活 か せ る経済学 部」に進学す るこ とに した学生

もい たが、その 傾向は特に男子に見られた。さらに、男子

の揚合、「商
・
経が就職の 際に有利 または無難 と考えた」者

が多かっ た。

（3）専攻分野で の 学びに よる変化

　ジ ェ ン ダ
ー

や学年にか かわらず、「就職後 には何かで 役立

っ だろ う」 と期待す る学 生 も多か っ た。ま た、下級学年で

は 「（商 ・経に 所属 して ）軒 『知識 を得 た とい う実感は まだ

ない 」とい う学生 が多か っ た。一方、上級学年の 女子 には、

これ まで あい まい なに理解してい た商・
経に関わ る様々 な

事象につ い て、「知識 を得 た こ とによっ て よ り理解 が深 まっ

た」、「政治 ・経 済が さらに面 白い と思え る よ うに な っ た」、
「（株式の 変動等を含めて）新聞 を読んだ り、ニ ュ

ース を観

る こ とが増えた」 等、商 ・経で の 学びが実生活に活きてい

る とす る者が多か っ た。

4．ま とめ

　（1）株 式や債 券等 へ の 関心 につ い て は、家族や親戚等が

身近な人 々 が それ らを保 有し、売 買 してい るか否か が、（2）
進 学動機 につ い は、商

・
経女子 の場合、依然 として 男性中

心の それらの 分野 に進学を促すロ ール モ デル の 存在や経験

の 有無が、（3）専攻分野で の 学びに よる変化につ い て は、

変化 を感 じられ るほ どに学ん でい るか否か の他、進学動機

が 当該分野 で学 ぶ 内容に どの 程度直結 して い るかが、それ

ぞれ強く影響を してい る こ とがわか っ た、ブル デ ュ
ー

の こ

とばを借 りれ ば、（1）は 「文化資本 」、（2）は 「文化資本」、
「社会関係 資本」、「学歴 資本」、（3）は 「学歴 資本」 の有無

が影響 して い る こ とに なる。さらに、（1）と  の 「文化資

本 」 に着 目す ると、家族等が株式や 債券を所有 ・売買す る

こ とを通 じた、あるい は商 ・経に関わ る分 野で活 躍 してい

る人々 を通 じたそれ らに 対する 「親近感」 として の 側面が

強い こ とがわか る。したがっ て、「親 近感 」の よ うな個人が

持 ち得る文化 資本の格差 を是正 す るの は容 易ではない
。 し

か し、方法 として は学校にお けるパ ー
ソナル ・フ ァ イ ナン

ス 教育が考え られる。その 際、株式や債券だけで な く、ロ

ー
ン 等にっ い て も 「親近 感」 を持たせ るよ うな教育内容 に

す る こ とが重 要で ある。ま た、（2）か らは、株式や債券を

実際に運 用 してい る人や 経済的 自立を果た して い る人等に

授業に関わっ て もらい、学び に 「リアル 感」 を持たせ る方

法の 有効 陛が示唆 され る。特に この 方法は ロ
ー

ル モ デル が

少 ない 女子 には有効か もしれ ない 。貸与型 奨学金 を含む ロ

ーン を組ん で い る疑似体験を採 り入 れた り、実際に ロ ーン

を組んで い る人 に話を聞い た りす るの も
一

つ の 方法だ ろ う。

その よ うな取 り組み に よ っ て （3）に 見られた よ うな学び

に よる変化 が 起きるこ とを期待で きる。
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